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大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構
副機構長 斉藤 卓也

現代の社会課題大学の役割
（科学技術行政官の経験をふまえて）

すべて⼈類の活動が引き起こした事象
→ ⼈の⾏動変容が解決の鍵

地球規模の課題
• 新型コロナウイルス感染症
• ⾼まる国際緊張
• 社会的分断（⼈種、ジェンダーなど） 
• 地球温暖化・異常気象

https://www.pexels.com/ja-jp/photo/2827735/https://www.pexels.com/ja-jp/photo/76969/ https://www.pexels.com/ja-jp/photo/11797375/
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Society5.0
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定義：⽇本政府が提唱する超スマート社会のビジョン
⽬標：サイバー空間（仮想空間）とフィジカル空間（現実空間）を⾼度に融合し、

⼈々の⽣活をより豊かで快適に

具体的な事例
1. スマートシティ

 IoTやAIを活⽤して都市機能を最適化
2. ⾃動運転⾞
 交通事故の削減、⾼齢者や障害者の移動⼿段の確保、物流の効率化などが期待
3. スマートヘルスケア
 健康管理や医療サービスを提供（遠隔診療、健康モニタリング、予防医療）
4. 教育のデジタル化
 個々の学⽣に最適な学習環境を提供（AIによる個別指導、学習データの分析など）

○ 少子化、高齢化の進行
 → 65歳以上、20%（2005）→32%（2030年）→41%（2055年）

→ 18歳人口の減少（200万→半減）、入学者／志願者=93.9%

○ 国家財政の危機的状況
 → 国債残高＝1105兆円（2024年度末）
 

○ 科学技術への投資が国際的に増加
 → 日本の相対的な地位が低下

 

○ 国際競争力の低下
 → ランキング（IMD） 、1990年代前半１位→38位（2024年）
 

○ IOT、AIなどによる社会の大きな変化
 → 社会から大学への期待の高まり、社会人教育、地方創生への期待
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科学技術・イノベーションを取り巻く状況 ①



○ 最新技術の社会実装の遅れの露呈

 → コロナ禍におけるワクチンの開発・製造競争、社会のIT対応

○ 科学技術・イノベーション力の凋落への危機感
 → トップ論文数は世界10位、コロナ関連論文も低調

○ 大規模資金の投入の機運（社会変革のエンジンへの期待）
 → 10兆円の研究大学ファンド（年3000億円の運用益）

→ 博士課程学生の生活費相当支援の倍増、創発的研究支援事業

→ 地域中核•特色ある研究大学の振興（基金含む2000億円）

→ 大学発スタートアップ創出の抜本的強化（基金1000億円）

○ 地政学、安全保障環境の大きな変化＋AI革新
 → 経済安全保障重要技術育成プログラム（基金５０００億円）

→ 大規模な補正予算（ｅｘ成長分野をけん引する大学・高専の機能強化に
向けた基金：3000億円、経産省半導体戦略：数兆円）
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科学技術・イノベーションを取り巻く状況 ②

PY(出版年)
2007 -2009

PY(出版年)
2019 - 2021
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6出典：科学技術・学術審議会学術分科会（第84回）（令和3年9⽉2⽇）NISTEP発表資料を基に、⽂部科学省作成。

論⽂数、注⽬度の⾼い論⽂数における世界ランクの変動



自然科学系の２３人（受賞時外国籍の２名含む） （２０２０年受賞分まで）

  総数 ２０００年以降
京都大学 ７人 ６人  （旧帝国大学）
東京大学 ５人 ２人  （旧帝国大学）
名古屋大学 ３人 ３人  （旧帝国大学）

北海道大学 １人 １人  （旧帝国大学）
東北大学 １人 １人  （旧帝国大学）
東京工業大学 １人 １人  （RU１１）
 
徳島大学 １人 １人  （地方大学）
埼玉大学 １人 １人  （地方大学）
山梨大学 １人 １人  （地方大学）
神戸大学 １人 １人  （地方大学）
長崎大学 １人 １人  （地方大学）

地方大の比率 ５/２３ ５/１９
  （２２％） （２６％）

⽇本⼈のノーベル賞受賞者の出⾝⼤学
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第１回の公募で見事採択！

（富山県、岐阜県、島根県、広島県、徳島県、高知県、北九州市）

地方大学経験も踏まえて
更に確信したこと

様々なプレイヤーが集まってビジョンを議論する場
（フューチャーセンター）が必要

ü地域が抱える様々な社会課題解決のため、科学技術イノベー
ションにより新たな価値創造を⾏うことが⼀層重要

ü（ときに⾃らも気づいていない）強みを最⼤限引き出し、⽬
指すべき将来像を描いたビジョンを作る仕組みが必要

ü⾏政、⼤学・研究機関、企業等の異業種、異分野による連携
を通じて現状分析、課題を洗い出し、最先端の知を活⽤した
解決策を構築

üビジョンをもとに、志をともにするプレーヤーによる実⾏が
⼤事（⼀緒にビジョン作りをすると⼀緒に動きやすい）
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p. 13なぜオランダがイノベーションエコシステムの成功モデルなのか？

l 不確実性に強い知的弾⼒性や豊かな社会関係資本が災害等へのレジリエ
ンスの基盤にある（1000年に及ぶ洪⽔との死闘）

l ⾃由闊達な対話を認め、問題解決に向け協⼒し合う関係性豊かな社会

l 有名なサステナビリティ先進国であり、オープンな⽂化と起業家精神、
イノベーションに重点を置き国際競争⼒も⾼い。欧州屈指の低失業率で
経済的にも安定を続ける

↓
l 世界デジタル競争⼒ランキング2023(IMD)で2位。グローバルイノベーション
インデックス2023(WIPO)で7位。⼦どもの幸福度で1位

l シェル、フィリップス、ユニリーバ、ボッシュ、ダノン等多くのグロー
バル企業が研究開発センターや本拠点を構える。欧州の住⺠100万⼈あた
りの特許出願数で2位（欧州特許庁）

l 欧州でも優れた研究機関である10のユニークなキャンパスがクラスター
として相互連携

幸せな⼩国オランダの智慧
災害にも負けないイノベーション社会
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オランダの事例



良質なデータ整備
AI×数理で

予測の科学を開拓

Transformative Research Innovation Platform of RIKEN platforms

社会課題解決へ繋げる

バイオリソースSPring-8
SACLA

研究DXの先駆的取組へ発展

データ AI

スパコン

量子コンピュータ スパコン「富岳」

計算可能領域の拡張
量子古典ハイブリット

脳の神経活動
のリアルタイム
可視化技術(例)

データ活用と高度計算による科学の革新

基盤モデル・生成AI

AI

狙い
研究サイクル加速

予測から未来制御へ

TRIP
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NII主宰 LLM-jp (LLM勉強会)

2023.5
⾃然⾔語処理の研究者
30名程度による勉強会を開催

2023.10
ｍdxを⽤いて
130億パラメータモデル
LLM-jp-13Bを公開

2023.11 
ABCI第２回LLM構築⽀援
プログラム に参加
1750億パラメータモデル
の学習トライアル

2024.4  
GENIAC環境で
1720億パラメータモデル
（GPT3.5級）の学習開始
国⽴情報学研究所に
LLM研究開発センター設置

• mdx: データ活⽤社会創成プラットフォーム．9⼤学2研究所が連合して共同運営する、データ活⽤にフォーカスした⾼性能仮想化環境
• ABCI: AI橋渡しクラウド．産業技術総合研究所（AIST）が提供するAI向け計算⽤で現状国内最⼤の計算資源
• GENIAC: Generative AI Accelerator Challenge.⽇本国内の基盤モデル開発⼒の底上げのために計算資源の提供等を⾏う経産省のプログラム

• オープンかつ⽇本語に強い⼤規模モデルを
構築し、LLMの原理解明に取り組む
• モデル・データ・ツール・技術
資料等を議論の過程・失敗を
含めすべて公開する
• この趣旨に賛同
すれば誰でも
参加可

1800名超
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AIによる新たな科学

⾃然の世界 実験データ
（数値・画像等） 論⽂

データ測定・産出

新たな科学的知⾒

従来の「⼈間による科学」

⼤規模⾔語
モデル

科学のための
マルチモーダル

モデル

分析、発明、
⾔語による記述

AI

「AIによる科学」の出現 「⼈間による科学」の強化

科学的知⾒

ロボット実験など
取得の加速
（実験の⾃動化） ⼤規模⾔語モデル

も活⽤して開発

17

あるべき姿
（ビジョン、戦略）

フォアキャスト

（問題解決アプローチ）

バックキャスト

（可能性探求アプローチ）

現 状

今やるべきこと

現状問題点Aを解決する

現状問題点Bを解決する

どこに向かうのか、わからない
分析・検討

思い、熱意

今後のイメージ

ü 未来の理想の姿から遡って、
今からやるべき道筋を定める

ü あるべき姿と現状の差分が新
たな課題設定。これを埋めるこ
とが、新たな価値創造 18
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17 
パートナーシップで⽬標を達成しよう
マルチステークホルダー・パートナーシップ
17.17
さまざまなパートナーシップの経験や資
源戦略を基にした、効果的な公的、官
⺠、市⺠社会のパートナーシップを奨
励・推進する。
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